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※詳しい内容は２ページをご覧ください

デザイン：鰺ヶ沢中学校３年Ｂ組 成田 詩帆さん



今年も１０月１日から１２月３１日の３ヶ月間（一般・歳末）で全国一斉に行われます。集
まった募金は、７０％はじぶんの町、２７％はその県域、３％は災害時の準備に充てられます。

じぶんの町を良くするしくみ 赤い羽根共同募金

【共同募金には税制上優遇措置があり、詳しくは毎戸配布用チラシをご覧ください】

赤い羽根共同募金運動協力店募集！

今年から新たに「募金箱」を設置していただける協力店を追加募集しています。
店舗・企業等の協力によって福祉のまちづくりはいっそう活発化するため、ご協
力をお願いします。募金箱設置に協力していただいた店舗・企業は社協ホーム
ページ（下記ＵＲＬ）にて一覧でご紹介します。

http://ajisyakyo.justhpbs.jp/akaihane_bokinnbako.html

一般：１０月１日 ～ １０月３１日
歳末：１２月１日 ～ １２月３１日

鯵ヶ沢町共同募金委員会

青森県共同募金会

鯵ヶ沢町社会福祉協議会

27％は
県域に

【社協の事業】
・ボランティア推進校への助成
・小地域福祉活動
・わかりやすい福祉情報の提供事業
・共同募金重点配分維持費

全額送金

募金

お 知 ら せ

2ふれあい

福祉団体など

70％は
じぶんの町に

http://ajisyakyo.justhpbs.jp/akaihane_bokinnbako.html


支部の活動

3 ふれあい

☆６支部の活動状況（鯵ヶ沢・舞戸・中村・鳴沢・赤石・南金沢）☆

「ふれあい訪問」

社協６支部では７５歳以上の一人暮らし等を対象に、安否や困り

ごとなどないか定期的にお宅を訪問し見守り活動を行っております。

  

「ふれあい交流会（地域交流サロン）」

７月２７日（土）に中村地区の一人暮らし高齢者など約３０名

が中村公民館に集まり、軽い運動をかねたゲームや支部役員手作

りの昼食を一緒に食べて、笑顔が絶えない時間を過ごしました。

※中村支部では、年度毎に開催地区が異なります。

詳細については、社協地域福祉課にお問い合わせ下さい

ボランティアセンターでは「認知症サポーター」を養成するための講座を希望があれば
参加者７名以上で出向いて開催いたします。「認知症についてしりたい」「興味がある」
など町内会やサークル、老若男女問わず興味のある方はまず、社協ボランティアセンター
までお問い合わせ下さい。（担当：齊藤）

昨年度まで実施していた「介護予防サポーター及び介護サポーター養成講座」は、今年
度実施しないことに決まりましたのでお知らせいたします。上記サポーターの養成講座等
の詳細については「地域包括支援センター」までお問い合わせいただきますようお願いい
たします。

①認知症サポーター養成講座について

②介護予防サポーター養成講座について
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近年、日本各地で災害にみまわれることが多発しています。西日本豪雨災害や、北海道胆振東部

地震災害など、赤い羽根共同募金では被災者のために義援金を募っています。今回は義援金とはど

ういうものなのかご紹介させていただきます。

①災害義援金とは

被災者の方々へ、お悔やみや応援の気持ちを込めて贈るお金で、赤い羽根共同募金などが受付を

しています。送られた義援金は被災者のために使われます。

②義援金の活用方法や配られ方

義 援 金

被災地での
支援活動

使われない

義援金は被災者に配分されるもので、ボ
ランティア団体や行政が行う復興事業や
緊急支援には使われない。

配分方法
100％公平・平等に被災者へ配分

被災した県が設置した義援金配分委員会
によって配布される。

被災地に
届くまで

時間がかかる

被災地の正確な情報を把握した後に均等
に分配され、配布作業も被災自治体が担
当するため負担が大きい。

◇2018年に発生した災害 受付期間

・北海道胆振東部地震災害義援金 平成30年9月12日（水） ～ 平成31年3月31日（日）

・台風２１号災害 平成30年9月6日（木） ～ 平成31年3月29日（金）

・７月豪雨災害 平成30年7月20日（金） ～ 平成30年12月28日（金）

・米原市竜巻災害 平成30年7月6日（金） ～ 平成30年9月28日（金）

・大阪府北部地震災害 平成30年6月22日（金） ～ 平成30年9月28日（金）

◇熊本地震 平成28年4月15日（金） ～ 平成31年3月31日（日）
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「義援金や物資を送るだけじゃ物足りない！私も現地に行ってボランティア活動をする！」

少し待ってください、災害ボランティアを行うのには準備が必要です。ボランティアセン
ターのことやボランティア活動保険に加入することについて、内容を理解してからでも遅く
はりません。ここでは、災害ボランティアのことやボランティア活動保険についてご説明し
ます。

◇災害ボランティア

台風や地震などといった災害が発生したとき、被災地では災害ボランティアによる支援活

動が大きな力を発揮し、ボランティア活動の果たす大きな力となっています。一方で、ボラ

ンティア活動が被災地の人々や他のボランティアの負担や迷惑にならないよう、ボランティ

アの一人ひとりが自分自身の行動と安全に責任を持つ必要があります。

【災害ボランティア参加方法】

・個人で被災地のボランティアセンターにて活動

・ＮＰＯ等に登録して活動

・ボランティアバスツアーを利用

※渋滞や混雑が想定されるので個人者での現地入りはなるべく控えてください。もちろん

食事や宿泊も自前です。

◇ボランティア活動保険

災害ボランティアに参加する際に、一般的には「ボランティア活動保険」に加入すること

を強く勧められています。「ボランティア活動保険」はボランティア活動中にあなたが負っ

た病気やケガ、またあなたが他人に負わせてしまった損害などを補償してくれる保険です。

【加入手続きについて】

鯵ヶ沢町社会福祉協議会にて行います

【保険が適用される事例】

・無償のボランティアであること

・社会福祉協議会に届出、または委嘱

された活動であること

【保険が適用されない事例】

・有償のボランティアである

・行政処分としての奉仕活動

・自宅で行う活動

・組織の親睦会として行う活動

保 険 料 Aタイプ Bタイプ

基本タイプ ３５０円 ５１０円

天災タイプ
（基本+地震・噴火・津波）

５００円 ７１０円
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空き缶・ペットボトル収集状況 平成３０年６月１日～８月３１日収集分

空き缶（アルミ・スチール） １ ,４１０ k g

ペ ッ ト ボ ト ル ５８０kg

合 計 １ ,９９０ k g

～平成３０年６月１日～８月３１日までにご寄付を頂いた方々です～
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リサイクル情報

収益金は福祉活動に役立てられています。
今後もみなさまのご協力をよろしくお願いいたします。

鰺ケ沢町総合保健福祉センター

正面玄関
旧
い
こ
い
の
湯

みなさまの善意を「地域福祉社会」づくりに活かし取り組んでまいります。
今後ともご協力をよろしくお願いいたします。

収集場所：鯵社協窓口

※ビン、スプレー缶などの一般ゴミの持ち込みは
ご遠慮ください

（
敬
称
略
）
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⚠ペットボトルのフタは外してください

編
集
後
記（担当：A.S）

この度も鯵社協広報「ふれあい」をご覧いただきありがとうございます。
夏が終わり過ごしやすい季節がやってきますが、気を付けたいのは季節の変わり目に

やってくる風邪などですね。涼しくなってきたからこそ、体調管理には十分注意していき
たい所です。本誌を読んでくださった皆さまの生活がより良くなっていけるように、これ
からも誠心誠意広報誌の作成を頑張っていきたいと思います。
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鰺ヶ沢町の活性化や住民に対する福祉に関連する活動を行っている団体に対
し、活動費を助成します。様々な用途にご利用いただけますので、興味のある
団体は、当会窓口までお越し下さい。なお、応募多数の場合には、それぞれの
活動状況などを精査し決定いたします。

〇助 成 額：１団体５０，０００円以内（６団体又は予算の範囲内）
※申請書は当会窓口にあります

【注意：団体の旅行や飲食代の経費にはご利用いただけません】
〇受付期間：平成３０年７月２日（月）～平成３０年１２月２８日（金）
〇支 給 日：申請後、支給が決定した日から１ヶ月以内に金融機関に振込ます。

窓口



別紙お知らせ

ふれあい

鯵ヶ沢町社協では、「笑顔あふれる住みよい福祉のまちづくり」を目指し、住民が住み慣

れた町で元気にふだんのくらしができるよう、お達者クラブおたすけ隊（仮）を結成するこ

とにしました。「歳だから…」とかではなく、幾つになっても生きがいを持って生活するこ

とが一番の介護予防です。まずは、できることから始めてみましょう。

まずは皆さんにお手伝いできることは何かを教えてもらいたいと思って

います。

たとえば・・・

・草取りだったら任せて！

・話し相手なら！

・ちょっとした日曜大工

など、自分の特技などを活かし、地域の生活と安全を守っていきませんか。

普段の暮らしの中で困っていること、こんなことしてくれたら安心して

暮らせるのにと思うことは何ですか？

たとえば・・・

・蛍光灯が切れたけど転びそうで高い所は交換

できない

・ちょっとしたことだけど誰に相談したら良いか分からない

・一人ぼっちで頼る人が近くにいないから地震がきたらどう

しよう

など、不安や困りごとをお伺いします

※詳しい内容は、今後広報などでお知らせしていきます。

お問合せ：地域福祉課（８２－１６０２）


